
米
寿
ま
た
一
つ
越
え
た
る
冬
銀
河

　
　
　
　
　
　
　
　

  

古
内
佐
喜
子

そ
び
ら
だ
け
見
せ
て
去
り
ゆ
く
朧
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　

  

関
根　

和
夫

登
校
の
児
等
き
し
き
し
と
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　

  

川
島　
　

隆

初
仕
事
先
ず
剪
定
の
鋏
研
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤　

好
子

良
く
晴
れ
て
木
々
の
そ
よ
ぎ
の
二
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
橋
八
重
子

銀
世
界
暖
地
の
く
ら
し
乱
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

黒
相
か
つ
江

動
か
ざ
る
冬
の
金
魚
に
声
を
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　

  

飯
塚
け
い
じ

咳
辛
し
さ
れ
ど
鍛
え
し
元
気
館

　
　
　
　
　
　
　
　

  

楠
目　

信
三

陽
に
映
え
て
臘
梅
の
香
の
満
ち
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

京
相
千
代
野

昔
よ
り
の
小
作
地
戻
り
春
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
み
や
子

山 

武 

俳 

句 

会
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伊
藤
左
千
夫
は
大
正
二
（
一

九
一
三
）
年
七
月
三
十
日
に
脳

溢
血
で
深
夜
昏
睡
状
態
に
な

り
、
同
日
午
後
六
時
家
族
に
見

守
ら
れ
て
五
十
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
三
十
一
日
・
八
月

一
日
の
両
日
、
本
所
茅
場
町
の

『
唯
真
閣
』
で
通
夜
を
営
み
、

八
月
二
日
午
後
三
時
に
出
棺
、

亀
戸
普
門
院
に
て
告
別
式
を
行

っ
て
今
年
（
二
〇
一
三
）
で
一

〇
〇
回
忌
と
な
り
ま
す
。

　

告
別
式
に
は
葬
儀
委
員
長
の

中
村
不
折
・
斎
藤
茂
吉
・
島
木

赤
彦
・
蕨
眞
・
蕨
橿
堂
・
蕨
桐

軒
・
木
村
芳
雨
・
岡
麓
・
胡
桃

沢
勘
内
・
古
泉
千
樫
・
結
城
素

明
・
土
屋
文
明
な
ど
ア
ラ
ラ
ギ

派
会
員
、
森
鴎
外
・
佐
々
木
信

綱
・
夏
目
漱
石
・
前
田
夕
暮
・

高
浜
虚
子
ら
文
壇
・
歌
壇
・
俳

壇
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
二
六
年
は

伊
藤
左
千
夫
生
誕
一
五
〇
年
に

あ
た
り
ま
す
。
近
代
短
歌
の
鉄

人
左
千
夫
の
生
誕
地
と
し
て
、

今
年
、
来
年
と
多
く
の
顕
彰
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

第
一
弾
と
し
て
、
平
成
二
五

年
度
企
画
展
「
左
千
夫
の
て
が

み
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ⅰ
「
純
へ
」（
石
原
純
）

４
月
６
日
㈯
〜
７
月
15
日
㈪

Ⅱ
「
蕨
眞
へ
」（
蕨
眞
一
郎
）

７
月
20
日
㈯
〜
11
月
４
日
㈪

Ⅲ
「
節
へ
」（
長
塚
節
）

11
月
９
日
㈯
〜
３
月
30
日
㈰

　

Ⅰ
「
純
へ
」
は
石
原
純
の
孫

森
裕
美
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
左
千
夫
直
筆
の
手

紙
・
ハ
ガ
キ
を
展
示
し
ま
す
。

　

森
さ
ん
は
神
奈
川
県
逗
子
市

に
「
理
科
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
世

界
一
小
さ
な
科
学
館
の
館
長
を

し
て
い
ま
す
。

　

石
原
純
は
左
千
夫
の
通
夜
・

葬
式
に
は
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
、
い
や
出
来
な
か
っ
た
の
で

す
。
石
原
純
は
物
理
学
者
で
明

治
四
四
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で

ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
た
め

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

森
さ
ん
が
科
学
を
学
ん
だ
の

は
祖
父
石
原
純
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
資
料

に
は
大
変
珍
し
い
手
紙
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
石

原
純
に
宛
て
た
も
の
で
す
が
、

宛
名
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
左
千
夫
が
ド
イ
ツ
語

が
書
け
た
の
で
は
な
く
、
弟
子

の
斎
藤
茂
吉
が
書
い
て
い
ま

す
。
茂
吉
は
医
師
で
す
か
ら
ド

イ
ツ
語
に
は
堪
能
だ
っ
た
た
め

と
思
い
ま
す
。

　

手
紙
は
左
千
夫
直
筆
で
す
。

宛
名
を
茂
吉
が
書
き
、
手
紙
は

左
千
夫
、
宛
て
が
純
と
三
人
の

歌
人
が
関
係
し
た
手
紙
は
重
要

な
資
料
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

記
念
講
演

日　

時　

７
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

場　

所　

文
化
会
館
の
ぎ
く
プ

　

ラ
ザ
視
聴
覚
室

講　

師　

秋
山  

佐
和
子  

先
生

演　

題　
「
石
原
純
」
に
つ
い
て

（
仮
称
）

問　

歴
史
民
俗
資
料
館

☎
（82）
２
８
４
２
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